
坂井市社協では、9 月に「私たちが向かう地域共生社会～みんなで高める地域力～」をテー

マに第 14回坂井市社会福祉大会を開催しました。地域共生社会の実現に向けて取り組むなか

で、坂井市内でもいろいろな形の地域拠点づくりが広がっています。 

今回は、そのヒントとなる講演内容を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

“坂井市社協は、あなたと一緒にあなたらしい幸せづくりを目指します。”  

坂井市社協事務局だより 
2019.11（第 92 号） 

発行：坂井市社会福祉協議会 

社協のＨＯＴな情報をお届けします！ 
 

むーぶ   

「やさしくてあったかいつながりの輪」が 

広がっています。 

 

全国こども食堂支援センター・むすびえ 湯浅誠理事長の話より 

「人と人とがふれあう やさしくてあったかい にぎわいを地域に創る」 

○こども食堂は、「貧困家庭の子どもを集めて食事をさせるところ」ではない。誤解や偏見がまだある。 

○人と人がふれあう、やさしくて、あったかい、にぎわいを地域に創ることが「地域交流の促進」になる。特に、この“にぎ

わい”の観点が抜けやすいが大事。 

○そのときに、お金やつながりがなく、にぎわいからはじかれる子どもを作ってはいけない。これが、「子どもの貧困対策」

の視点。 

○この 2 つが重なりあった、こども食堂のような「地域交流の拠点」が地域にたくさんできるといい。 

○地域のにぎわいづくりは、そこからはじかれる子どもをつくらないことで、可能になる。 

○自分のために、健康づくりなどに頑張るのは、よいこと。でも、自分のためではがんばれない人もいる。他人のためな

ら頑張れる人がいる。そんな役割をもてるメニュー、場がまだ少ない。そんな活動の場を作っていくといい。 

○こどもたちにとっても、いろんな人と出会うことで価値観が多様になり、人生の選択肢が増える。ボランティアさんは、

そこにいるだけ、話し相手になるだけでいい。「いるだけ支援」。 

○子どものためと思ってがんばる大人にとっても、自分自身がそこからパワーをもらえる。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 火 水 木 金 土 日 

11/18 19 20 21 22 23 24 
地春）北部ふくしの

会 

市）要保護児対協研

修会参加 

地）県生活福祉資

金研修会参加 

地丸）磯部地区ふ

くしの会 

地丸）磯部小福祉学習 

在）相談縁連絡会、ヘ

ル協研修参加 

包）三職種会参加 

総）Ｒ2予算 

市）支援計画検討会議

参加 

地三）支部社協委員会 

地丸）せせらぎふくし

の会 

在）ﾍﾙﾌﾟＭＴ 

地）県生福資金償

還面談 

地春）江留上ふく

しＮＷ 

市身）ｸﾞﾗﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ 

地）介ｻﾎﾟ座

談会 

地丸）学習支

援 

地坂）木部

地 区お 試

しサロン 

25 26 27 28 29 30 12/1 
地三）四の部住民Ｗ

Ｓ 

法）社協理事会、

研修会 

地）計画推進会議 

在）入浴ＭＴ 

地）国生困相談員研修

会参加（～29日） 

地丸）たかとり郷協ふ

くし部会 

春身）一泊研修 

包）顔のみえるｶﾝﾌｧﾚﾝｽ 

地三）ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ連絡会 

地丸）城まち福祉の会 

地坂）木部小福祉体験 

在）デイＭＴ 

地丸）磯部小福祉

体験 

地坂）大関小福祉

体験 

地丸）街頭募金 

地丸）学習支

援 

 

2 3 4 5 6 7 8 
地三）木部ふくしの

会 

法）課長参事補佐支

部長ＭＴ 

 法）県市町社協トップ

セミナー参加 

包）実務責任者連絡会

参加 

三身）物故者法要 

法）社協三役会  地丸）学習支

援 

春心）親と

子 のふ れ

あい 

9 10 11 12 13 14 15 
地三）四の部住民Ｗ

Ｓ 

地）大野地区社協視

察受入 

 三身）ボウリング大会 

県）成年後見講座参加 

地丸）磯部ふくしの会  地丸）学習支

援 

 

【 社協事務局の主な動き 】 

坂井市内のこども食堂に支援の輪が広がっています！ 

法）法人 地）地域福祉課 総）総務課 老）老人クラブ 身）障がい者福祉協会 心）心身障がい児（者）福祉協会   

在）在宅福祉課 希）三国希望園  包）坂井包括支援センター 三丸春坂）各支部 

「広がれ、こども食堂の輪！全国ツアー」実行委員会作成 

坂井市内でも、こども食堂に取り組んでいるグループが 2 つあります。湯浅先生の講演でも紹介されました。 

福祉大会をきっかけに、食材を寄付してくださる方、ボランティアとして参加される方など、具体的な行動を起こしてくだ

さる方が増えてきています。 

 

 「食材として、 

つこてくんねの！」 

 

・お米 

・じゃがいも 

・サツマイモ…などなど 

・企業（ﾊｰﾂ）が取り組む

フードドライブ活動に

つながった。 

こども食堂をヒントに、あなたが思う居場所づくりを！ 

「こんな活動をやりたい！」という方たちの応援を社協では行っていきます。 

「私にもﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

させての！」 

 

・社会福祉士実習で関

わって楽しかった。 

・講演を聞いて、活動

に理解が深まった。 

・チラシを見て、新た

にﾎﾞﾗﾝﾃｨｱとして参

加したいと思った。 


